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叙事詩の宗教哲学 
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[324章] (B.337章, C.12818-12860, K.345章) (Nārāyan. a章 (4) Vasu王のエピソード )

ユディシュティラは言った。 

(1) 偉大な王ヴァスは至尊者に帰依していた時 2，どうして天から落ちて地の穴に入ったのですか。

ビーシュマは言った。 

(2) ここでも人はこの古譚を語る。聖仙たちと三十柱の神々との対話を 3，バーラタ族の者よ。 

(3)	 神々は，「アジャによって祭るべし。アジャとは牡山羊であると知られるべきであり，他の家畜の

ことではないと定まっている」と最高のバラモンたちに言った。

聖仙たちは言った。 

(4)	 もろもろの祭式においては，数々の (穀類の )種子によって祭るべし，というのがヴェーダの伝承

であります。アジャという名をもつものは (穀類の )種子です。あなたがたは牡山羊を殺すべきでは

ありません 4。 

(5)	 家畜が殺されるべきであるというのは，よき人々のダルマではありません，神々よ。今は最高の

クリタ・ユガ期です。どうして， (この時代に )家畜が殺されねばならないのですか 5。 
1本稿は『叙事詩の宗教哲学 — Moks.adharma-parvan 和訳研究 (LXIII)—』(信州大学教育学部研究紀論集第 12 号) に続くもので

ある。略号などは前稿に準ずる。なお本稿で用いる主なものは下記のとおりである。 

• Hopkins[1915]: E.W. Hopkins, Epic Mythology, First Edition: Strassburg, 1915, Reprint: Delhi 1974. 

2P. yad¯ as¯ B. yad¯ agavato ’tyartham ¯ ıd a bhakto bhagavati ¯ ıda bhakto bhagavata ¯ ıd a bh¯ as¯ K. yad¯ as¯

3K. はこの後に次の 6 行を挿入している。 (=MBh.XII.816*)
 

iyam vai karmabh¯ sy¯ aya kalpitah /
umih at svargo bhog¯

　 (これは祭式の大地となろう。天界は (果報の ) 享受のために考えられている。 )
 

tasm¯ ım apya yajan¯ ıksitah


. .	 . 

ad indro mah¯ pr¯ aya tu d¯ /. . .
 
(それ故インドラ神は，地上に到達して，祭式のために準備した。 )
 

. . .savanı̄yapaśoh kāla āgate tu brhaspatih /

　 (ソーマ祭の献供の家畜の時が至ると，ブリハスパティは， )
 

pistam ānı̄yatām atra paśvartham iti bhāsata /
. . .

　「ここに家畜 (の像 ) のために粉をもって来よ」と言った。 )
 

.tac chrutvā devatāh sarvā idam ūchur dvijottamam /
 
(それを聞いて，すべての神々は，最高のバラモンである )
 

brhaspatim amsagrddh¯ prthak prthag idam punah (816* arimdama) /
 m¯ ah
(ブリハスパティに，肉を切望して，それぞれが繰り返し次のように言った。 ) 

4P. na ghnantum arhatha B.,K.: no hantum arhatha Cf.Hopkins[Great Epic]: there was no killing of animals at an açvamedha, 
in opposition to orthodox teaching that meat may be eaten at a sacrifice, p.377.10, 15. 

5katham vadhyeta vai pa´ Cf.Hopkins[Great Epic]: the ahi ˙ a doctrine of the later epic, p.378.4; Matsubara[1994]: ahimsā, 

. . . . . . . . . .
 

suh ns¯
one of the most important teachings in the Pañcar¯

. .	 . 
atra, p.147, Reference No.38. 
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ビーシュマは言った。 

(6)	 このように聖仙たちが神々と話している時，虚空を行く吉祥な最高の王ヴァスが，軍勢と戦車を

伴って6，旅の途中この土地にやってきた。 

(7)	 この虚空を行くヴァス王が突然やって来るのを見て，再生族たちは，神々に言った。「この方が

疑問を断ち切ってくれるでしょう。 

(8)	 祭主であり，施主であり，あらゆる生き物の幸福を願う優れて偉大な王ヴァスが，どうして正し

くない言葉を語るでしょうか。」 

(9) このように会話をしてから，神々と聖仙たちは，すぐにヴァス王に近づいて，近くから尋ねた。 

(10)	 「おお王よ，何によって祭るべきですか。山羊 (aja)によってですか，もろもろの薬草によって

ですか。私たちのこのような疑問を断ち切って下さい。あなたは私たちにとって基準 (pram¯ . a)とan

考えられます。」 

(11)	 かのヴァス王は，合掌して，彼らに尋ねた。「あなたがたの誰がどんな立場と考えられるのです

か7，参集した方たちよ 8，真実をお話し下さい。」

聖仙たちは言った。 

(12)	 もろもろの穀類によって祭るべし，というのが私たちの立場です，人々の王よ。一方，神々の立

場は，家畜と考えられます。王よ，私たちにお話し下さい。

ビーシュマは言った。 

(13)	 神々の考えを知って，ヴァス王は，その立場に依拠して，そこで，「アジャによって，すなわち

牡山羊によって，祭るべし」とこのように語った。 

(14)	 すると太陽の輝きをもつ聖者たちは皆怒って，神の立場のために語った， (天空をいく )乗物に乗っ

ている王に言った。 

(15)	 「あなたは神々の立場を支持した。それ故，天から落ちよ。今日より以後，王よ，あなたは虚空を

行くことはできません。あなたは，我々の呪いによって撃たれ，大地を裂いて，地中に入るでしょ

う9。」 

(16) その時，その瞬間に，ウパリチャラ王は，すぐに下界に至り，大地の穴に入った。しかしその時，

ナーラーヤナの命令によって，記憶は彼を離れなかったのである 10。
 
6P.,B.: samagrabalavahanah¯ K. sahasrabalav¯
ahanah

7P. kasya vah ko matah pakso B. kasya vai ko matah kāmo K. kasya vai ko matah pakso
 

.	 . 
. . . . .


8P. sam¯ ah dvijottamah¯
agat¯ B.,K.:
.

9K. はこの後に
.
次の 2 行を挿入して

.
いる。 (=MBh.XII.818*)
 

viruddham vedas¯ an. am uktam yadi bhaven nr.pa /
 utr¯ ¯

(もし王よ， (王が ) そうなるのであれば，もろもろのヴェーダの経典に反することを言ったからです。 )
 

vayam viduddhavacan ¯ amahe /


. . 

a yadi tatra pat¯

　 (もし私たちがそこに落ちるならば，私たちが (ヴェーダに ) 反することを言ったからです。 )
 

10P. smrtis tv enam na prajahau B. smrtis tv evam na hi jahau K. smrtis tv evam na vijahau
 

. 

. . . . . . 
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(17) しかし，神々は皆共に，動揺することなく，ヴァス王を呪いから解放する手段，王にとってのよ

き行為を考えた。 

(18) 「この偉大な王は我々のために呪いを得た。彼に対し，我々天に住む者すべては，好意をなすべ

きである。」 

(19) という認識によって確信し，すぐに神々は (¯svar¯ . )決断して，歓喜の心をもって，このウパリı´ ah

チャラ王に言った。 

(20) 「汝は，バラモンに好意ある神 11，神とアスラの師匠であるハリを 12信愛している。汝に満足し

ている彼の神は，喜んで呪いから解放するであろう。 

(21) しかし，偉大な再生族たちには敬意が払われるべきである。彼らの苦行は必ず結果をもたらすの

である，最上の王よ。 

(22) それゆえ，汝は突然虚空から地表に落ちたのである 13。しかし，我々は汝に一つの恩恵を与える

であろう，最上の王よ。 

(23) 罪なき者よ，汝が，呪いの罪によって，地面の穴に入って時間を過ごす間，偉大なバラモンたち

によってもろもろの祭式において正しく捧げられた「富の汁」というバターを 14得るであろう。 

(24) 汝は我々の配慮によって (バターを )得るであろう。そして病が汝に触れることはないであろう 15。

大地の穴の中でも，飢えと渇きはないであろう，すぐれた王よ。 

(25) 「富の汁」というバターを飲むことによって，活力が増大すれば 16，かの神 (ナーラーヤナ )は，

我々の (汝に対する「冨の汁」という )贈物に喜んで， (汝を )ブラフマンの世界に導くであろう。」 

(26) このように，王に恩恵を与えた後，天の住人はすべて，神々も苦行に富む聖仙たちも，自らの住

居へと去った 17。 

11P. brahmanyadevam tvam bhaktah B.,K.: brahmanyadevabhaktas tvam. . . . . .
 
12P. bhaktah sur¯ harim asuraguruh harih
asuragurum B.,K.: sur¯

13K. はこの後

.
に次の 2 行を

.
挿入している。(=MBh.XII.81

.
9*, 82

.
0*)
 

viruddham vedas¯ an. am . hit¯ a / (=819*)
 utr¯ ¯ na vaktavyam arthin¯

(幸福を求める者は，もろもろのヴェーダの経典に対立することを話すべきではない。 )
 

asmatpaksanimittena vyasanam aptam ¯ ´


. . 

pr¯ ıdrsam / (=820*)

　 (しかし汝は，我々の主張を原因として，このような窮状に至ったのである。 )
 

14vasordhar¯ am¯ arety aluksam¯ . / (vasordh¯ a とは，活用語尾を伴った合成語である )
 

. . . 

Cn. vasordh¯ asah ar¯

15P. āsprset B. aspr´ K. āviśet
´ .sat
 
16tejasāp

.
yāyitena ca Cf.Hara[1987]: apyai-, vocabulary of invigoration, p.145.7.
 ¯

17K. はこの詩節の ab 句の後に，次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.822*)
 
kratum sam¯ tena mun¯ am vacan¯ a /
 apya pis ın¯ at tad¯


(聖者たちの言葉に基づいて，小麦粉を用いて祭式を完了した後， )

さらに，この詩節 cd 句の後に，次の 3 行を挿入している。 (=MBh.XII.823*)
 

grh¯ a daksinam sv¯ a´ an punah /
 

. . . . 

ıtv¯ ¯ sarve gat ah¯ an ¯sram¯

(すべての神は，謝礼を受け取って，再びそれぞれ自分の隠棲所へと去った。 )
 

vasum. vicintya ´ s ca pravive´amar¯ ım /
 

. . . . . . 

sakra´ s¯ avat¯

(インドラはヴァスのことを配慮した後，アマラヴァティーに入った。 )
 

vasur vivaragas tatra vyalı̄kasya phalam ad) guroh
(823* pahal¯ /
 
(穴に落ちたヴァスは，そこで偽りの師匠の果報を (受け取った )。)
 

. . 
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(27)	 彼 (ヴァス王 )は，バーラタ族の者よ，常にヴィシュヴァクセーナ (ナーラーヤナ )に対して礼拝

を行った。そして，ナーラーヤナの口から発せられた祈祷文 (japya)を絶えることなく唱えた。 

(28) 彼は，地の穴に落ちていてさえも，そこでさえ， (一日に )五つの時刻に (pañcak¯ an)，五つの祭al¯

式によって，神々の主たるハリを祭ったのである 18，敵を調伏する者よ。 

(29)	 するとハリ・ナーラーヤナは，他に帰依することなく，真にその信愛に専念する，自己を制御し

たこの者の信愛に満足した。 

(30)	 恩寵を与える聖なるヴィシュヌは，近くで仕える最高の鳥，大速力のガルダに，微笑むかのごと

く語った 19。 

(31)	 「最上の鳥よ，大きな幸運ある者よ，私の言葉から理解すべし 20。ダルマを本性とするヴァスと

いう名の統治者である王は，私を頼っている 21。 

(32)	 彼は，バラモンたちの怒りによって地表に落ちた。しかし，彼らすぐれたバラモンたちは (呪い

を実現して )尊敬を受けた今や，汝は行くべし，最上の鳥よ。 

(33)	 ガルダよ，今やわが命によって，大地の穴に隠れた者のところに (行け )。地下で動き廻る優れた

王を空中を行く者とせよ，すぐに。」 

(34) 風の早さのガルダは，翼を広げ，大地の穴に入った。そこには無言で座っているヴァス王がいた。 

(35)	 ヴィナターの息子ガルダは，それからすぐに彼を持ち上げて，すばやく空中に飛び上がった。そ

してそこで彼を解き放ったのである。 

(36)	 その瞬間，王は，再びウパリチャラ (uparicara上方を行く者 )として現れた。そして，その最上

の王は，身体を伴ってブラフマンの世界に入ったのである。 

(37)	 このように，クンティーの子よ，この偉大な人物でさえも，神の命による言葉の誤りのために 22，

バラモンたちの呪いによって，不浄な場所に 23至ったのである。 

(38)	 彼はひたすら，プルシャすなわち自在者たるハリを礼拝した。それゆえ，すばやく呪いを離れ，

ブラフマンの世界に達したのである。 

(39)	 このように 24，これらの人々がどのように生まれたかについて 25，汝にすべてを話した。またか

の聖仙ナーラダがどのように白い島に行ったかについても，そのすべてを語るであろう。心専一に

聞くがよい，王よ。 
18ayajad dharim surapatim (9 syllables) Cf.Hopkins[Great Epic]: The Hypermetric Çloka, p.255.21. .
 
19P. ¯ e sm

.
ayann iva B.,K.: ababh¯ epsitam. a
ababh¯	 ¯ as tad¯. .


20P. gamyatā
as

m. vacanān mama B.,K.: paśyatām. vacanān mama
 
21P. dharmātm¯ am. aśritah atm¯ ´
a m¯ sam¯ B.,K.: dharm¯ a samsitavratah

22vāgdos¯ ajñay¯ Gangu

.
li: first fell down through the curs

.
e
.

.ad devat¯ a of the Brahmanas for a fault of speech, and once more ascended 
to heaven at the command of the great God (Vishnu), p.129.2. Deussen: weil er sich auf Geheiss der Götter im Reden versündigt 
hatte, p.767, v.39. devat¯ a とは，ajñay¯ 「山羊の肉によって祭式を行うべし」という指示を指しているか。
 

23P. gatir ayajvarh¯ ¯ B.,K.: gatir adhast¯
at tu
 
24B.,K. はこの詩節の

a
ısma uv¯
前に bh¯ aca を挿入している。 

25P. te bhut¯ ¯ a yath¯ B
.
.,K.: sam. bh¯ a m¯ a yath¯ Cs. te m¯ ah. , saptadv¯ asinah. / (te m¯ ah.とは，七つの島にa manav¯ a ut¯ anav¯ a anav¯ ıpav¯ anav¯

住む人々は，という意味である ) Ganguli: the spiritual sons of Brahman, p.129.9. 
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[325章] (B.338章, C.12861-12864, K.346章) (ナーラーヤナ章 (5)ナーラーヤナの 170の呼称 )

ビーシュマは言った。 

(1) 聖仙ナーラダは，白い大きな島に着いて，月の (ごとき )輝きをもつ清浄なかの白い人々を見た。 

(2)	 (ナーラダは )頭をさげ，心から礼拝し，そして彼らも (ナーラダを )礼拝した。 (ナーラダは，神

を)見たいと願い，低唱に専念し，あらゆる苦行を続けた。 

(3)	 偉大な聖者であるバラモンは，心を一点に集中して，腕を上にあげ 26，偏在する，グナなき偉大

なアートマンに対して 27，賛歌を詠じた。

ナーラダは言った。 

(4) あなたに帰依します。神の神よ [1]，行為なき者よ [2]28，グナなき者よ [3]，世間を観じる者よ 

[4]，知田者よ [5]29，無限なる者よ [6(=116)]，プルシャよ [7]，偉大なプルシャよ [8]30，三種のグ

ナよ [9]，第一原因よ [10]，不死の者よ [11]31，天よ [12]，永遠なる者よ [13]，有であり無であり，

顕現にして未顕現なる者よ [14]，天則の守護者よ [15]，太古の最初の神よ [16]，財産を与える者よ 

[17]，造物主よ [18]，よき造物主よ [19]，森の主よ [20]，偉大な造物主よ [21]，力ある者たちの

主よ 32[22]，言葉の主よ [23]，心 (manas)の主よ [24]，世界の主よ [25]，天空の主よ [26]，風の

主よ [27]，水の主よ [28]，大地の主よ [29]，方位の主よ [30]，太古の住処よ [31]33，ブラフマンの

祭官よ [32]，ブラフマンを身体とする者よ [33]，大身体をもつ者よ [34]，偉大な王よ [35]，四大

王よ [36]34，光輝の神よ [37]，大光輝の神よ [38]，七大光輝の神よ [39]35，ヤマの眷族よ [40]，偉

大なヤマの眷族よ [41]，ヤマの妻の名をもつ者よ 36[42]，喜足天よ [43]，大喜足天よ [44]，破壊者

よ37[45]，限界を与える者よ 38，力を行使する者よ [47]，限界なき者よ [48]39，祭式よ [49]，大祭

式よ [50]40，祭式の起源よ [51]，祭式の母胎よ [52]，祭式の胎児よ [53]，祭式の心臓よ [54]，祭

式において賞賛される者よ [55]，祭式の取り分を取る者よ [56]，五種の祭式の保持者よ 41[57]，五 

26P. bh¯	 urdhvab¯ mah¯ utvaik¯ a ¯ ahuh ahitahutvaikagraman¯ ā vipra ¯ ahur amunih B.,K.: bh¯ agraman¯ vipra urdhvab¯ sam¯. . . 
Cf.Hopkins[1901]: ¯ ahuh ahitah astra MBh.XII.319.2)urdhvab¯ sam¯ shows the mingling Ç¯ rule in Yoga-practice (e.g. with the 
naïf tapas or untutored asceticism, p.361.21. 

27P. nirgun¯ atmane B.,K.: nirgun¯ ¯ Cf.Hopkins[Great Epic]: God is nirguna and gunatman and niruguna 

. . 

aya mah¯ aya gunatmane ¯
alone and triguna, etc., p.121, fn.2. 

28niskriya C
.

f.Matsubara[1994]: the supreme God is akartr, pp.69.1, 105 Reference No.3. 

. . .	 . . .

.
29B.,

.
K. はこの後に， purus.ottama を挿入している。 

30B.,K. はこの後に， purus.ottama を挿入している。 
31B.,K. はこの後に， amr.tākhya anantākhya を挿入している。 
32 ¯ urjaspate, urjah adayo j¯ up¯ pa´ ¯ pate / (¯ urjahurjaspate N. ¯ ¯ . brahm¯ ıvar¯ ah. savas tes.am. urjaspate とは， ̄ .，すなわち，ブラフマーなど命

我のもろもろの姿であり，獣たち，彼らの主よ，という意味である ) 
33B.,K. はこの後に， guhya を挿入している。 
34caturmah¯ ar¯ ¯ Cf.Hopkins[Great Epic]: c¯ arājika, the rather modern epithets, p.140.21; thoroughly Buddhistic epi­ajika aturmah¯

thet, p.391.23. 
35P. saptamahābhāsura B. saptamabhāga K. saptamah¯ aga saptamahāsvara Cf.Hopkins[Great Epic]: spatamah¯ aga,abh¯	 abh¯

called by the rather modern epithets, p.140.21. 
36samjñ¯ . jña N. sam. jñā yamapatnı̄ tannāmaka / (sam. jñā とは，ヤマの妻であり，それを名前とする者よ，という意味である ) 
37P. p

.
ratarda

asam
na B.,K.: pramardana 

38parinirmita N. parinirmitam. mr.tyusah¯ . k¯ adi / (parinirmitam とは，死の補助者と考えられる欲望や怒ayatvena kalpitam amarog¯
りなどである ) B.,K. はこの後に， aparinirmita を挿入している。 

39P. aparinirmita B.,K.: aparinindita savartin ava´B.,K. はこの後に， aparimita va´ savartin を挿入している
 
40K. はこの後に asam. yajña を挿入している。
 
41P. pañcayajñadhara B.,K.: pañcayajña
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つの時節の創造者となった者よ [58]42，パンチャラートラに属する者よ (pañcarātrika)[59]，ヴァイ

クンタよ [60]，征服されない者よ [61]，心からなる者よ [62]43，最高の夫よ [63]，よく浄化されし

者よ [64]，白鳥よ [65]，最高の白鳥よ [66]44，最高の祭式執行者よ [67]，サーンキヤ・ヨーガよ 

[68]45，不死に住する者よ [69]，黄金に住する者よ [70]，ヴェーダに住する者よ [71]46，クシャ草

に住する者よ [72]，ブラフマンに住する者よ [73]，蓮華に住する者よ [74]，一切の支配者よ [75]47，

あなたは世界の子孫です [76]，あなたは世界の根源です 48[77]，あなたの口は火です [78]，(あな

たは )牝馬の口という火です (vad. av¯ . )[79]，あなたは献供です [80]，あなたは御者です amukho ’gnih

[81]，あなたはヴァシャット音です [82]，あなたは聖音オームです [83]49，あなたは心です [84]，

あなたは月です [85]50，あなたは最初の眼です [86]51，あなたは太陽です [87]，あなたはもろもろ

の方位の象です [88]，(あなたは )方位の光です [89]52，(あなたは )馬頭です [90]，最初の三つのス

パルナ賛歌よ [91]53，五火よ [92]，ナーチケータという名の火に三度ともす者よ [93]54，六支の創

造者よ [94]55，プラーグジュヨーティシャ讃歌よ [95]56，ジュエーシュタ讃歌を詠う者よ [96]，讃

歌の誓約を守る者よ [97]，アタルヴァシラス・ウパニシャッドよ 57[98]，五大聖典よ 58[99]，泡を

飲む師匠よ [100]，ヴァーラキリヤ讃歌よ [101]，ヴァイカーナサよ [102]，ヨーガの中断なき者よ 

[103]59，思索 (parisamkhy¯. ana)の中断なき者よ [104]，ユガ期の始まりよ [105]，ユガ期の中間よ 

[106]，ユガ期の最後よ [107]，アーカンダラよ 60[108]，プラーチーナガルバよ [109]，カウシカよ 

42P. pañcak¯ gate alakartrpate Cf.Hopkins[Great Epic]: in relation to Pañcaçikha, the teacher of the new alakartr B.,K.: pañcak¯. .
sect of P¯ atras, in the hymn at xii, 339 (=P.XII.326), the god is called Pañcak¯ pati, Pañcar¯ agni ([92]), añcar¯ alakartr atrika ([59]), Pañc ¯.
Pañcayajña ([57]), Pañcamahakalpa ([99]) (as also CitraÇikhan¯ din ([156])), p.144, fn.1.; pañcakālakartrpati, “lord of the five makers 
of time, p.40.33. 

43この m¯ aman¯ avamika n¯ amika を挿入している。 

. . .

anasika の後に， B. は n¯ amika， K. は n¯ amnan¯

44B. はこの後に， mahāham. sa を， K. は mahāham. sa paramajñeya を挿入している。
 
45B.,K. はこの後に， sām. khyamūrte を挿入している。
 
46P. vedeśaya B. deveśaya K. vedeśaya deveśaya
 
47B.,K. はこの後に， vis.vaksena(あらゆる所に力の及ぶ者よ ) を挿入している。
 
48tvam jagatprakrtih ar¯ a in the Panñcar¯
/ Cf.Hopkins[Great Epic]: The attribute of jagatyprakrti applied to N¯ ayan atra hymn, p.152, . . . . .

fn.1. 
49B.,K. はこの後に， tvam. tapas を挿入している。 
50K. はこの後に， purn¯ . a˙¯ngas を挿入している。 
51P. caksur ādyam B.,K.: caksur ājyam 
52B.,K. はこの後に， vidigbhāno を挿入している。 
53P. prathamatrisauparna B.,K.: prathamatrisauparnah. am 　 ity¯ i suparn. ani taittirı̄yopanisadi 

. .

. . N. brahmam etu 　 m¯ adı̄ni trı̄n. ¯ .
pathyante / tatra prathamam daivatyam tvam jagatkartety arthah catuskapard¯ supe´a ity¯ gvedamantratrayam asavitr a yuvatih s¯ adi r v¯
prathamatrisuparn. am / (「ブラフマンたる余に赴くべし」など三種のスパルナ賛歌がタイティリヤ・ウパニシャッドに説かれている (当
該箇所不明 )。ここは，汝は，最初のサヴィトリを神としてもつ世界創造者である，という意味である。あるいは「四房に編んだ髪の美
しい乙女は」など，リグ・ヴェーダの三つの聖句が最初の三種のスパルナ賛歌である。 (RV.10.114.3)) B.,K.はこの後に， varn. adharah.
を挿入している。 

54trin. ¯ N. trin. aciketa n¯ akhyo ’gnih. aram. . ¯ . jña / (ある者によって，ナーチケータという

. . . . . . . . . . 

aciketa ¯ aciket¯ triv¯ cito yena sa trinaciketasam
名の火が三度置かれる。その者が， trin. aciketa と呼ばれる ) Ganguli: Thou art He who has thrice ignited the sacrificial fire called ¯
Nachi, p.131.18. 

55P. sadaṅgavidhāna B.,K.: sadaṅganidhāna 
56prā

.
gjyotisa Ganguli: Thou

.
art the foremost of those Brahmanas that are employed in singing the Samans in sacrifices and other 

. .
.

religious rites, p.131.20. 
57atharva´ Cf.Hopkins[Great Epic]: The title (Atharva ´ ar¯ a, xii, 339, 113, (=P.XII.325.98) and the sirah siras) is appled to N¯ ayan. .

commentator explains ir as referring to the Upanishad, p.46.26 
akalpa akalp¯ saura´aktag¯ saivavais as tatpratip¯ akalp¯58pañcamah¯ N. pañcamah¯ ah. s¯ an. esa´ ´ .n. avagam¯ ¯ adya / (pañcamah¯ ah.とは，サウラ・

シャークタ・ガーネーシャ・シャイヴァ・ヴァイシュナヴァの聖典によって説かれる者よ，という意味である ) 
59K. はこの後に， abhagnavrata を挿入している。 
60ākhan.d. ala N. ¯ . d. ala indrah. / (akhan¯ . d. ala とは，インドラよ，という意味である ) Cf.MBh.XII.323.4. akhan
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[110]61，多くの人に賞賛される者よ [111]，多くの人に祭られる者よ [112]62，一切の姿をもつ者よ 

[113]，無限に進む者よ [114]，無限に享受する者よ [115]，無限なる者よ [116(=6)]，始めなき者よ 

[117]，中間なき者よ [118]，未顕現を中間とする者よ [119]，未顕現を最後とする者よ [120]，誓戒

に住む者よ [121]，海に住む者よ [122]，栄光に住む者よ [123]，苦行に住む者よ [124]63，美に住む

者よ [125]，真知に住む者よ [126]，名誉に住む者よ [127]，幸福に住む者よ [128]，一切に住む者よ 

[129]，ヴァースデーヴァよ [130]，一切を魅了する者よ [131]64，黄色い馬をもつ者よ [132]65，黄

色い馬を供物とする者よ [133]66，大祭式の分与を取る者よ [134]，恩寵を与える者よ [135(=157)]67，

禁戒・勧戒・大勧戒・苦行・過度の苦行・大苦行・一切の苦行の勧戒を保つ者よ [136]，行為停止の

ダルマと (ヴェーダ )学習に専念する者よ [137]68，ヴェーダ祭式を実行する者よ [138]，不生の者

よ [139]，偏在する者よ [140]，一切の見者よ [141]，知覚されざる者よ [142]69，不動の者よ [143]，

大威光の者よ [144]，偉大身よ (m¯ atmya-´ ıra)[145]，浄化具よ [146]，大浄化具よ [147]，黄金ah¯ sar¯

からなる者よ [148]，広大な者よ [149]，定義されえない者よ (apratarkya)[150]，認識されない者よ 

[151]，最上のブラフマンよ [152]，生類の創造者よ [153]，生類の破壊者よ [154]，大幻力をもつ者

よ [155]70，種々の巻髪をもつ者よ [156]，恩寵を与える者よ [157(=135)]，供物の菓子の取り分を

取る者よ [158]，道に通じた者よ [159]71，渇愛を断った者よ [160]，疑いを断った者よ [161]，完

全に行為を停止した者よ [162]72，バラモンの姿をした者よ [163]，バラモンを好む者よ [164]，一

切の姿をもつ者よ [165]，大きな姿をもつ者よ [166]，友よ [167]，信愛ある者を愛する者よ [168]，

バラモンの神よ [169]，私は，あなたに信愛しています。あなたを見ることを願います [170]。私は

唯一の信仰の見を得るために帰依します。 [171] (Cf.Matsubara[1994]: a list of 170 names of the 

Supreme God, p.111, Reference No.78) 

[326章] (B.339章, C.12865-13006, K.347章) (ナーラーヤナ章 (6)　ナーラーヤナの姿 )

ビーシュマは言った。 

(1) このように，秘密にして真実のもろもろの名称によって賞賛された 73，かの一切の姿をもつ聖な 

61pr¯ ınagarbha kau´ Cf.Hopkins[Great Epic]: Though the god is here Vishnu, I venture to think the last epithets (i.e., ac¯ sika 
prācı̄nagarbha and kauśika) were originally applied to Civa, p.116.5. .
 

62この後に， B. は vi´ . svakrd vi´ it を挿入している。
 svakrt を， K. は vi´ . svaj
63この後に， B. は damāvāsa を挿入している。 
64sarvachandaka N. sarvacchandaka sarvamanorathaprada / (sarvacchandakaとは，すべての者に満足を与える者よ，という意味

である ) 
65harihaya N. harih. kapih. sa eva r¯ avat¯ svo yasya / (hariとは猿である。その猿が，ラーマの権化として， haya，すなam¯ are hayo ’´

わち，馬である者が， harihaya である ) 
66harimedha N. harimedha aśvamedha / (harimedha とは，馬祠祭よ，という意味である ) 
67B.,K. はこの後に， sukhaprada, dhanaprada, harimedha を挿入している。 
68P. nivrttadharmapravacanagate B. ttabhrama pravacanagata prsnigarbhapravrtta K. nivrttabhramanivr ´

nivrttadharmapravaragata pravacanagata prsnigarbhapravr.tta N. pravacane adhyayane gatah sthito brahmacārı̄ / ((pravacana­
. . . . .

´
gata とは ) pravacane，すなわち，ヴェーダ学習に， gatah.，すなわち，いそしむ，梵行者という意味である ) 

69P. agrāhya B.,K.: nagrāhya K. はこの後に， aks.ayā を挿入している。 
70mahām¯ adhara Cf.MBh.XII.323.42; Hopkins[Great Epic]: God’s m¯ a, God is called mah¯ ay¯ K. はこ

. . . 

ay¯ ay¯ am¯ adhara, p.140.20. 
の後に， vidyādhara yogadharaを挿入している。
 

71P. gatadhvan ¯ B.,K.: gat¯ N. gat¯ aptayajña / (gat ¯
adhvara adhvara pr¯ adhvara とは，祭式に通暁した者よ，という意味である )
 
72P. sarvatonivrtta ta ttir¯ ttar¯
B.,K.: sarvatovr この後に B. は， nivr. upa を， K. は nivr. upa を挿入している。 
73K. はこの ab

.
句の後に次の 1 行を挿

.
入している。
 

bhagav¯ svasrk simhah urtimayah prabhuh /
an vi´ sarvam ¯. . . . .
 
(一切を見る獅子であり，あらゆる形態からなり，至尊にして威光ある， )
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る神は，かの尊者ナーラダに (姿を )見せた。 

(2)	 主ナーラーヤナは，あるいは月のごとき清浄な心をもち，あるいは月よりもすぐれた姿をもち，あ

るいは火の色をもち，あるいは黄金の姿をもち 74， 

(3)	 あるいは鸚鵡の羽の色をもち 75，あるいは水晶のごとき輝きをもち，あるいは (眼に化粧する )黒

い軟膏の塊のようであり，あるところは黄金の輝きをもち， 

(4)	 あるところは若芽の色をし，あるところは白色であり，あるところは黄金の色のごとくであり，あ

るところは猫目石のごとくに現われた (babhau)。 

(5)	 (神は )青い猫目石のごとき所もあり，青いインドラ神のごとき所もあり，孔雀の首の色のごとき

所もあり，真珠の首飾りのごとき所もあった。 

(6)	 これらの多様な色彩を姿の中に保ちつつ，永遠にして吉祥なる神は，千の目，百の頭，千の足を

もち， 

(7) 千の腹と千の腕をもち，あるところは (kvacit)目に見えないと言われる 76。一つの口によって，聖

音オームとそれに続くサーヴィトリー讃歌を詠いつつ， 

(8)	 支配者たるハリ・ナーラーヤナ神は，残りの口々によって，四ヴェーダに述べられた財宝であ

る77アーラニヤカを詠った。 

(9)	 祭式の主である神の支配者は，多くの手によって，祭壇，水瓶，ダルバ草たち，そして宝石の形

をしたもろもろの石 78，鹿皮，木の杖，そして燃える祭火を持っていた。 

(10)	 この清浄な最高の自在神に，清浄な最上の再生族ナーラダは，沈黙し，敬虔に挨拶した。この頭

を下げた者に，神々の第一にして不変なる神は言った。 

(11)	 「偉大な聖仙たち，エーカタ，ドヴィタ，そしてトゥリタが，余を見るのを切望して，この地に

やって来た 79。 

(12)	 そして彼らは余を見なかった 80。最高の信愛がなければ，誰も余を見ることはないであろう。汝

はまさしく信愛ある者と認められる 81。 

74dhis yākrtih. Cs. dhisnyam. , naks.atram / (dhis.n. yam とは，星宿である )
 
75P. śu

.
k
n

apat
.
travarn

.
ah. B

.
.
.
,K.: sukapattranibhah.
 ´

76ca avyakta iti ca
.
kvacit Sandhi irregular: ca avyakta Cf.Oberlies[Grammar]: 1.1.1. Absence of savarna-sandhi, 1.1.1.1. -a/ā

a/ā-, p.2.11) 
77P. caturvedodgatam vasu un Cs. caturvedodgatam vasu, caturvedoditaratnabh¯ ¯ yakam 

. 

B.,K.: caturvedān giran bah¯ utam, aran
upanis.adam / (caturvedodgatam. aran.yakam，すなわち，ウパニシャッドを，という意

.	 . .
vasuとは，四ヴェーダに述べられた宝である， ̄

味である ) Cf.Hopkins[Great Epic]: rare mention of Aran.yaka, “Hari sings the four Vedas and Aranyaka”, p.9.8. ¯ ¯

78P. darbh¯ irup¯ an subhr¯ . ¯ anahau ku´an an manir¯ . s

.
a ku´an
an athopal¯ B. ´ an manın up¯ K. darbh¯ am tath¯ s¯s¯ up¯


79B.,K. はこの詩節
an man

の前に， ́ ıbhagav¯ aca を挿入している。
 
.	 .

sr¯ an uv¯

80dadrsire Cn. dadrsire, dadr.suh / padavyatyayah. andasah ars.ah .sire (反照態 ) は, dadrsuh.
.´ .´ ´ . ch¯ . (N. ¯ . ) / (dadr´ .´ (能動態 ) の意味である。

態の変更は古形である ) 
81P. tvam caivaik¯ B.,K.: tvam antikottama antiko matah caivaik¯. . . 
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(13)	 余のこれら数々の美しい身体は，ダルマの家で生まれたのである，再生族よ。 (Cf.MBh.XII.321.8)

汝は常にこれらを敬え。汝はやって来た通りに去るがよい 82。 

(14)	 そして，バラモンよ，汝が望む，余からの恩恵を選ぶべし。一切の姿をもち，この世で不変なる

余は，今ここで汝に喜んでいるのである。」

ナーラダは言った。 

(15)	 神よ，今日この瞬間，私は苦行と禁戒と勧戒の果報を得ました。それは私が至尊者を見たことで

あります。 

(16)	 永遠なる御身が見られたこのことが，私にとっての恩恵であります。至尊にして，一切を見，一

切の形をもち，大きな威力をもつ獅子である御身が最終的に見られたことが。

ビーシュマは言った。 

(17)	 このようにパラメーシュティンの子ナーラダに姿を示した後， (神は )さらに次のように言った。

「ナーラダよ，すぐに去るがよい。 

(18)	 なぜならば，これら，感官をもたず食物をとることなく 83，余に帰依し，月のごとく輝く者たち

は，一点に集中して，余を思念するであろう。この者たちの障害とならないように。 

(19)	 これらの完成し，大幸運をもつ者たちは，かつて専一に信仰した。彼らは，タマスとラジャスか

ら解放されて 84，余に到達するであろう。このことは疑いない。 

(20)	 彼は目によっては見えず，触感によっては触れられず，香りによっては嗅がれず，味を離れて

いる。 

(21)	 そして，偏在し，観察者であり，世界のアートマンであると言われる彼に，サットヴァ・ラジャ

ス・タマスというグナたちが赴くことはない 85。 

(22)	 元素の集団であるもろもろの身体が滅しても，彼は滅しない。彼は，不生にして，恒常永遠であ

り，グナなく，そして部分をもたないのである 86。 

(23)	 彼は，二十四の諸原理を超えて，第二十五と名づけられ 87，行為のない 88，知識によって見られ

るべきプルシャと言われる。 

82s¯ agatam adhayasva yath¯ Ganguli: do thou perform those rites that are laid down in the ordinances with respect to that worship, 
p.133.32.	 Deussen: ziehe hin, wie du gekommen bist, p.771, v.14. Esnoul[1979]: réalise ce pour quoi tu es venu, p.109, v.14. 

83ime hy anindriyāh¯ a ah¯ ah. , va´ ad vis.ayam. na bhuñjate ity arthah. / (anindriy¯ ar¯ .とは，感官は制御ar¯ Cs. anindriy¯ ar¯ syendriyatv¯ ah¯ ah
すべきであるから，対象を享受しない，という意味である。 ) 

84P. tamorajovinirmuktā B.,K.: tamorajobhir vinirmuktā Cf.Hopkins[Great Epic]: it is said that those devoid of rajas and tamas 
attain to God, presumably retaining sattva; but elsewhere sattva must also be lost, e.g.,335, 30 (MBh.XII.325.3), p.121, fn.2. 

85na gun¯ bhajanti vai ¯as tam Cf.Hopkins[Great Epic]: They (gunas) do not affect God, p.121, fn.2. 
86nirgun.o nis.k

.
a Ca. nis.kalah sabd¯ . ¯ ıtah. / (

.
nis.kalah.とは，音声など五種の性質を超えている，という意味で

. 
alas tath¯ . , ´ adipañcagunat¯

ある ) Cf.Hopkins[Great Epic]: He (personal God) is the witness devoid of gun. as, and of kalās p.134, fn.1. 
87dvirdv¯ sebhyas tattvebhyah ato yah ´ Cf.Hopkins[Great Epic]: personal God is the twenty-fifth, beyond ada´ khy¯ pañcavimsakah. . . . 

the twice twelve tattvas, p.134, fn.1. 
88puruso niskriya´ , p.69.1, Reference No.3 (p.105). . s ca Cf.Matsubara[1994]: the supreme God is akartr.	 .
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(24) 彼に到達して， (人々は )この世で解脱して存在するのである，最高の再生族よ 89，彼が，ヴァー

スデーヴァであり 90 ，永遠なる最高のアートマンであると知れ。 

(25) ナーラダよ，神の偉大さと栄光を見よ。彼は，浄不浄のもろもろの行為によって決して汚れるこ

とはないのである。 

(26) (人は )あらゆる身体に存在し，そして行動するこれらもろもろのグナを，サットヴァ，ラジャス，

タマスと呼ぶ。 

(27) 知田者は，これらのグナを享受するのである。彼はこれらのグナによって享受されることはない。 

(知田者は )グナなく，グナの享受者であり，グナの創造者であり，グナを超えている 91。 

(28) 世界の基盤である地は，水たちの中に帰滅するのである，神仙よ。水たちは，火の中に帰滅し，火

は風の中に帰滅する。 

(29) 風は，虚空に帰滅し，虚空はマナス (manas心)の中に (帰滅する )。マナスは最高の元素 (bhūta)

であり，それ (マナス )は，未顕現 (avyakta)の中に帰滅するのである。 

(30) 未顕現は，行為なきプルシャに帰滅するのである 92，バラモンよ。この永遠のプルシャより高位

のものは存在しないのである。 

(31) なぜならば，かの唯一にして永遠なるプルシャであるヴァースデーヴァ以外には，世界には，動

くものであれ，動かぬものであれ，永遠の存在 (bhūta)はないのである。大きな力をもつヴァース

デーヴァはあらゆる生き物の本性であるから 93。 

(32) 地・風・虚空・水たち，そして五番目として火。これら力あるもの達 (mah¯ anah. )が集まると，atm¯

身体と呼ばれるのである 94。 

(33) バラモンよ，その足どり軽き 95目に見えぬ者が、それ (身体 )に入る 96。それが誕生である 97。そ

してその威力ある者が，身体を動かすのである。 

89P. dvijasattama B.,K.: dvijasattamāh.
 
90 asudevo asudeva, p.97.8；V¯
sa v¯ Cf.Matsubara[1994]: accessibility of V ¯ asudeva, the first vyūha, described in vv.25-43, p.120.6. 
91P.,B.: gun. ¯ . K. gun. atigah. Cn. gun. ¯ . , gun. ebhyo ’tiriktah. / (gun. adhikah.とは，もろもろのグナとは異なる，というadhikah ¯ adhikah ¯

意味である ) Cf.Hopkins[Great Epic]: Difference between S¯ . khya and Yoga, God as a conditioned being, spirit, enjoys the gun. as, am
as in xii. 340 (=P.XII.326), where the twenty-fifth principle is gunabhuj or enjoyer of gunas as well as the superior creator of gunas,. . .
gun ¯ ¯ , p.112.29ff. a, gunadhikah

92
.

purus
t.asras

e brah
.

man niskriye sampralı̄yate Cf.Hopkins[Great Epic]: the Unmanifest is resolved into Purusha, p.134, fn.1.; Matsub­
. .
. . . 

ara[1994]: Concept of the Supreme God, niskriya, p.105, Reference No.3. .

93sarvabhūt¯ uto hi Cf.Johnston[1937]: Vāsudeva, sarvabh¯ atmabh¯
atmabh¯ ut¯ uta, p.49.4; Matsubara[1994]: Vāsudeva, as the imma­

nent God, p.94.25. 
94te sametā mah¯ anah sarı̄ram iti samjñitam / Cf.Oberlies[Grammar]: 10.2. Syntactical irregularities, 10.2.1. Lack of concord atm¯ ´

between adjective and substantive, (II) as to number, (v.l. samjñit¯ ), p.297.12. 
. . 

ah. 
95laghuvikramah. Cs. laghuvikramah. , ks.iprak¯ ı / (laghu

.
vikramah.とは，動作の早い者が，という意味である )ar¯


96 ¯ sati avi´ ıti prave´ a p¯ atr¯ ıvotpattipaks astah avi´
avi´ Cn. ¯ sat¯ sokty¯ añcar¯ abhimato j¯ .o ’p¯ . / (¯ sati というように，侵入の語によって，パン
チャラートラ派によって考えられた， jı̄va命我の誕生という立場は否定された ) 

97utpanna eva bhavati Cv. ´ ıre utpanne saty eva prabhur iti vacan¯ ıvo ’tra gr¯ / utpattisamaye eva sarı̄racestakatvasya sar¯ an na j¯ ahyah ´. . .
durbale ´ s¯ bhav¯si´av asam. ac ca / (「身体が生じた時，威力あるものが」という言葉から，命我はここでは捉えられない。誕生の時には，
身体を動かす者は，力弱い幼児には，存在しないのである。 ) 
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叙事詩の宗教哲学

(34)	 元素の集合なくして身体は存在しない。そしてバラモンよ，命我 (jı̄va)なしに，諸元素が 98(身体

を)動かすことはない。 

(35)	 その命我がシェーシャ竜， (あるいは )威力あるサンカルシャナと考えられる 99。それ (サンカル

シャナ)から，自らの行為によってサナトクマーラの性質を得る者に 100，(cf.MBh.XII.326.68) 

(36)	 帰滅の時，あらゆる生き物が至るものがあらゆる生き物のマナスであり，プラドユムナと呼ばれ

る。 (Cf.MBh.XII.326.68) 

(37)	 それ (プラドユムナ )から生まれ，原因と結果の創造者であり，動くもの・動かぬものからなる

世界を支配する者，それがアニルッダである 101。彼は，支配者であり，あらゆる行為の中に現われ

る102。(Cf.MBh.XII.326.69) 

(38)	 至尊なるヴァースデーヴァはグナなきを本性とする知田者である 103。至尊なる彼こそが命我であ

り，力あるサンカルシャナであると，知るべし。 

(39) サンカルシャナから，プラドユムナが (生じる )。彼は，マナスとして存在する (manobhūta)と言

われる。また，プラドユムナからアニルッダが (生じる )。彼は，自我意識 (aham. ara)であり，大k¯

自在者である 104。 

(40)	 余から，動くもの・動かぬものからなる一切の世界が生じるのである。そして (余から )不滅のも

のと滅するもの，有と非有が (生じるのである )，ナーラダよ。 

(41)	 余に帰依する人々は，余に入って，この世で解脱するのである。なぜならば，余は，第二十五の

行為なきプルシャとして知られるものであるから 105。 

(42)	 (余は )グナなく，部分なく，対立物なく，所有物もない。しかし，汝によって，このように知ら

れることはない。姿あるもの (rūpavān)と見られるのである。余は，その気になれば，一瞬にして

姿を消すであろう。なぜならば余は，世界の支配者であり，世界の師であるから。 

98P. dhatava¯ ś ayava´B.,K.: v¯ s 
99sa jı̄vah. parisamkhy¯ . ´ ah. samkars.anah. prabhuh Cv. j¯ ıti j¯ ar¯ . ah. atah ses. . . . ıvayat¯ ıvo n¯ ayan . / (活かす，ということから命我と言われる。

ses. . ´ . ses. . / (´ . .とは，帰滅においても残るので，シェーシャ (残余 )と言それはナーラーヤナ神である ) Cv. ´ ah sisyate pralaye ’pı̄ti ´ ah sesah
a eva p¯ ale ’nant¯ utv¯ ım dh¯われる ) Cs. sam. kars.an. at¯ a bh¯ a pr.thiv¯ . arayati / (sam. kars.an. ah.は，地下界でアナンターとなって大地を支える

のである ) 
100P. tasmat sanatkum¯ aratvam¯ yo labheta svarkarman¯ B.,K.: at sanatkum¯ yo ’labhat svena karmana Cn.a tasm¯ aratvam ¯

sanatkum¯ . , j¯ aratvam とは，生前解脱という性格を，という意味である ) 
. .	 . . 

aratvam ıvanmuktatvam / (sanatkum¯
101so ’niruddhah Cf.Gonda[1969]: Aniruddha, “the Unobstructed or Self-willed One”, one of the god’s names to be invoked in . 

the worship of Visnu, p.239.15. 
. . . .102P.,K.: vyak

.
t
.
ih sā sarvakarmasu B. ’vyaktah sā sarvakarmasu Cs. vyaktih sarvesu karmasu, sādhupari­

trānadharmasamsthāpanabhaktānugrahādisarvakāryesu sā vyaktih, so ’niruddho mātsyakūrmādirūpena prādurbhavatı̄ty arthah /. . . . . . 
(vyaktih. sarves.u karmasu とは，善の守護，ダルマの確立，信者の保護などのあらゆる行為における顕現ということであり， so 
’niruddhah.，それがアニルッダであり，魚や亀などの姿によって現われる，という意味である ) 

v¯ an ks atmakah kars¯	 asudeva is the ksasudevo bhagav¯ etrajño nirgun. . Cf.Johnston[1937]: V ¯. etrajña,. and Sam. a thejı̄va, p.45.2; .an.
Matsubara[1994]: V āsudeva, immanent God, ks. etrajña, p.94.27. 

104P. maheśvarah. B.,K.: sa ı̄śvarah. 
105puruso jñeyo niskriyah Cf.Matsubara[1994]: the supreme God is akartr, p.69.1, Reference No.3 (p.105). . . .	 .
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茂木

(43) 汝が余と見るこの幻は 106，余が創造したのである，ナーラダよ。余はあらゆる存在の属性を 

(sarvabhūtagun. air)そなえているが，汝はそのように余を認識できない。以上のように，余は， (余

の)四種の姿について 107正しく汝に語った。 

(44) これらの，大きな幸運をもつ成就した人々は，専一の信仰者 (ek¯ . )たちであった。彼らは，antinah

タマスとラジャスから解放されて，余に入るであろう，聖者よ 108。 

(45) 余は，創造者であり，結果であり原因である，ナーラダよ 109。余は，命我 (jı̄va)と呼ばれている。

命我は余の中に置かれているのである (sam¯ . )。この点に関して，汝は「私は命我を見た」と認ahitah

識してはならない 110。 

(46) 余は，バラモンよ，あらゆるところにいる。余は，生き物の集団の内的アートマンである (bhūtagrāmāntarātmakah. )。

生き物の集団のもろもろの身体が滅する時に，余が滅することはない 111。 

(47) ヒラニヤガルバ，世界の始まり (lok¯ . )，四つの顔をもつ者，言葉では言い表せない者 112adih ，ブラフ

マー神，永遠なる神， (これらは )余の多くの目的を考慮した (名称 )である 113。(Cf.MBh.XII.330.56) 

(48) 余の右側に立つ十一体のルドラたちを見よ。そして同様に，余の左側に立つ十二体のアーディト

ヤたちを (見よ )。 

(49) 余の前には最上の神々である八体のヴァスたち (が立つの )を見よ。余の背後には二柱の医の神，

ナーサトヤとダスラが立つのを見よ。 

(50) (余の中に )すべてのプラジャーパティたちを見よ，そして七人の聖仙たちを見よ。もろもろの

ヴェーダを，百の祭式を，甘露を，もろもろの薬草を見よ。 

(51) もろもろの苦行を，もろもろの勧戒を，個々に規定されたもろもろの禁戒を，そして (余の中で )

一つに結びついて形をとった八種の自在を 114見よ。
 
106m¯
ay¯ ¯ Cf.Hopkins[Great Epic]: māyā, trully illusion, p.140.22. a hy esa. 
107mūrticatustayam Cf.Matsubara [1994]: Vy¯ urti-catustayam, p.119.13. uha theory, m¯
108以下の 3 詩

.
節 (P.44 － 46, B.47-49, K.47 － 49) は，三本で順序が

.
一致しない。 (P.44=B.49=K.48, P.45ab=B.omitted=K.49ab, 

P.45cd=B.47ab=K.46ab, P.45ef=B.47cd=K.46cd, P.46=B.48=K.47) 
109この P. 45ab 句の後に， K. は次の 4 行を挿入している。 

na dr´ s caksusa devah syo na spar´

. .

.sya´ . . ¯ . spr.´ sanena ca / (神は，眼によっては見ることができず，触感によっては触れられない。 )
 
¯ . / (匂いによって嗅ぐことはできず，味によって去られている。 )
aghreyo naiva gandhena rasena ca visarjitah

sattvam. s caiva na gun¯
rajas tama´ . as te bhavanti hi / (サットヴァ，ラジャス，タマスというこれらのグナたちは (神には )ない。 )
 
sa hi sarvagatah s¯ .¯ atmeti kathyate / (彼の神は，遍在し，観察者であり，世界のアートマンと言われる。 )
aksı lokasy¯


110P.,K.: maivam te bu
.

ddhir atr¯ ud B. naivam te buddhir abh¯ Cf.Oberlies[Grammar]: 6.5. Constructions with mā, the
 abh¯ ud 
augment not dropped, p.185.5. 

111na nas¯´amy s¯

. . 

Cf.Critical Notes: na na´ami, irregular, almost as in what is called “Hybrid Sanskrit”, P.vol.16, p.2226(left), v.46 
112P. caturvaktro niruktagah. B.,K.: caturvaktro ’niruktagah. Cs. niruktāni nāmāni gamayantı̄ti niruktagah. / (niruktāni，すな
わち，もろもろの名前を，理解させるので， niruktagah.と言われる ) Ganguli: who cannot be understood with the aid of Nirukta, 
p.136.5. Deussen は， anirukta に関連して， Taitt.Up. 2.4 の参照を指示している。 (p.774, v.50) caturvakto niruktagah.という表
現は， MBh.XII.330.56 にもあり， Hopkins は， ’niruktagah. と読むことを提案している。 (Hopkins[Great Epic]: where the avagraha 
is certainly required, "inexplicable", despite Taitt.Up. 2.6, p.14, fn.2) Moniel: niruktaga, m. ‘penetrater of mysteries’, Name of 
Brahma,¯ Critical Notes: niruktagah i.e. niruktavisayagah, P.vol.16, p.2226(left), v.47. . . . 

113bahvarthacintakah Cs. bahvarthacintakah, bah¯ am up¯ . ¯ vy¯ a / (bahvarthacintakah.とは，多くの形象の創造者である，. . un¯ . r¯ anam. akart¯
という意味である ) 

B.,K. はこの後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.833*)
 
lalat¯.ac caiva me rudro devah ad vinihsr
¯ krodh¯ tah. / (ルドラは， (余の ) 怒りによって余の額から創造された。 )
 

114tathas¯ t.agunam ai´ Cf.H
.

opkins[1901]:
.

Y
.

a-powers alluded to as as. t .
svaryam og agunam aiśvaryam, p.358.3. . . .
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叙事詩の宗教哲学

(52)	 幸福の女神シュリーを，美の女神ラクシュミーを，名声の女神キールティを，大地を，山岳を，

もろもろのヴェーダの母，すなわち，余の中にいる女神サラスヴァティーを見よ。 

(53)	 ナーラダよ，星々の中で最もすぐれた天空を動く北極星を見よ。水を保つもろもろの海を，もろ

もろの湖を，そしてもろもろの川を見よ。 

(54)	 形ある四種の祖霊の群を見よ，最善の人よ。これら三種のグナが形をとらずに余の中にあるのを

見よ。 

(55) 神の祭祀 (devak¯	 .k¯arya)よりも，尊者よ，祖霊の祭祀 (pitr arya)がすぐれている。余は，原初より，

神々と祖霊たちの唯一の父 (pitr.)である。 

(56) 余は，西北の海において 115，馬頭となって，正しく捧げられた神への供物 (havya)と信仰を伴っ

た祖霊への供物 (kavya)を呑みこむのである。 

(57)	 かつて余が創造したブラフマー神は，余の祭式を自ら行った。それ故，余は喜び，彼にもろもろ

の無上の恩恵を与えた。 

(58)	 (恩恵とは )劫の始めに，余の息子であること，世界の監視者であることである。自我意識という

名前は， (ブラフマー神の )別名である 116。 

(59) 汝によって作られた規範を (mary¯ am)超える者は誰もいない。ブラフマー神よ，汝は，恩恵をad¯

望む人々に対して，恩恵を与える者となるであろう 117。 

(60)	 苦行に富む者よ，汝は，神と悪魔の群々，聖仙たち，祖霊たち，種々の生き物たちから，尊敬さ

れる者となるであろう，大きな幸運をもつ者よ，常に誓約を守る者よ。 

(61)	 余は，常に神々の行為の中に顕現するであろう。ブラフマー神よ，余は汝によって教えられ，そ

して命じられるであろう。あたかも息子のように。 

(62)	 喜んだ余は，あれやこれやの美しい贈物を，無限の光をもつブラフマー神に与えた後，無活動に

専念した 118。 

(63)	 最高の無活動とは，あらゆるダルマの消滅 (nirvān. a)であると伝えられている。それゆえ，人は無

活動に達して，完全に静まって振る舞うべし。 

115samudre paścimottare Cf.MBh.XII.322.7 (ālokayann uttarapaćimena)
 
116aham. kārakr.tam. caiva nāma paryāyavācakam Ca. aham. kārakr.tam, sābhimānam aham iti paryāyakrtam. , matparyāyarūpam.
.

brahma / (aham. kārakr.tamとは，「私は，願望をもつ」というように， (「私」の )同意語によってつくられたもの，すなわち，「私」の同意
語の姿をとるブラフマンである ) Cf.Hopkins[Great Epic]: egoism (aham. k¯ am. khya creates everything, ara) in the pure dogma of the S¯
while in the theistic religion the personal God is the creator, p.106.11 

117この第 59 詩節から第 61 詩節は，ナーラーヤナがブラフマー神に対して語る形式になっている。 
118nivr.ttiparamah. Cs.nivr.ttiparamah. , sargavy¯ arad uparatah¯ . / (nivr.ttiparamah.とは，創造の作業を停止した，という意味である )ap¯
K. は P.,B. の ab 句と cd 句の間に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.834*)


　 evam. rudr¯ ay¯
aya manave indr¯ amitatejase /
 
(同様に，ルドラ，マヌ，無量の光をもつインドラにも (恩恵を与えた後 )，)
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(64) サーンキヤの教義を確信する論師たちは，余を 119，真知 (vidyā)という友人をもち，太陽に住む

永遠のカピラと呼んだ 120。 

(65) この至尊者はヒラニヤガルバとして (ヴェーダの )讃歌の中で大変賞賛されている 121。それ故余

は，もろもろのヨーガ聖典において 122，「ヨーガを道とする者」と 123呼ばれるのである，ブラフマー

神よ。 

(66) このように余は (地上の )顕現に至っても 124，永遠に天空にとどまるであろう。それから千ユガの

終りに 125，動不動の生き物たちを自分の中に吸収した後 (kr.tvatmasth¯ āni)，再び世界を滅するであ

ろう。 

(67) 余は，唯一者として，真知 (vidyā)とともに，楽しく過ごすであろう，すぐれた再生族よ 126。そ

して再び，真知によって 127一切の世界をここに創造するであろう。 

(68) (この創造において )余の第四の姿 (ヴァースデーヴァ )は，不変のシェーシャ竜を創造した。彼は

サンカルシャナと言われ 128，彼もまたプラドユムナを生じた。 (Cf.MBh.VI.61.65, XII.326.35,36) 

(69) 余はプラドユムナからアニルッダとして生まれた。余の創造は繰り返されるのである。同様にし

て，アニルッダからブラフマー神が生じ，そこに原初の蓮が生じたのである 129。(Cf.MBh.VI.61.66, 

XII.326.37) 

(70) ブラフマー神から，動・不動の一切の存在が生じた。この創造を，もろもろの劫の最初に繰り返

されるものと知れ。 

(71) 太陽の進行によってこの世には日の出と日の入りがあり， (太陽が )没したならば 130，量り知れな

い威力をもつ時 (k¯ 。それと同様に，余は，あらゆala)が，力まかせに再び (太陽を )連れて来る 131

る生き物の幸福のために，大地を，力に訴えて，取って来るであろう。 (Cf.Hopkins[1915]: Avatars 

of Visnu, p.217, §156) . .
119P.,K.: mām ādityastham sanātanam B. ca ādityastham samāhitam (sandhi irregular) .
 

.
 120kapilam prāhur Cf.Ho
.

pkins[Great Epic]: the supreme spirit as Kapila, p.98, fn.1. 
121P.,B.: sus.tutah. K. samstutah.
 
122yogaś¯ u Cf.Hopk

.
ins[Great Epic]: Ç ¯ ana of the Sam¯ khya, p.100.25.
 

.
astres astra of the Yoga, as opposed to jñ¯. . 

123P.,K.: yogagatir B. yogaratir 
124P. vyaktim ¯ B. vyaktim ¯ K. vyaktim ¯sritya uhas, vv.66-70, agamya agatya a´ Cf.Matsubara[1994]: the first mention of the Vy ¯

the term vyūha still absent, pp.119.17-120.1. 
125yugasahasrānte Cf.Matsubara[1994]: yugasahasra, a cosmic Day, p.145, Reference No.10. 
126P. ekākı̄ vidyaya sārtham viharisye dvijottama (B. viharisye jagat punah K. samharisye jagat punah) Cf.Hopkins[Great Epic]: . . . . . . .

He (God) exists “alone with wisdom”, till he makes the worlds, each succeeding aeon, p.104.15. 
127vidyayā a, as¯ aranena tattvajñ¯Ca. vidyay¯ adh¯ . anena / (vidyay ā とは，他と共通するもののない真実の知識によって，という意味
である ) Cf.Matsubara[1994]: vidyā—śakti element, p.145, Reference No.11. 

128sa hi samkarśanah Cf.Matsubara[1994]: identification of Sesa and Samkarsana, p.145, Reference No.12. ´. . . . . .
129P. tatrādikamalodbhavah. B.,K.: tannābhikamalodbhavah. 
130P. nas.t.au B.,K.: nas.t.e 
131K. はここすなわち P.71cd(=B.76ab) の後で， 347 章を終りとし，次章 348 章の冒頭部分として，ヴィシュヌの十の権化を述べ
る以下の 10 行を挿入している。 (=MBh.XII.835*)そのため P.326.71ef(=B.339.76cd) は K.348.5cd に対応することになる。 

bhı̄sma uv¯. aca / (ビーシュマは言った。 ) 
n¯ pariprapaccha bhgavantam ardanam / aradah jan¯. . 

(ナーラダは至尊なるジャナーアルダナ (ヴィシュヌ神 ) に尋ねた。 ) 

. . .aghore nas avaraja˙ekarn¯ ave mah¯ te sth¯ ngame / 
(「大轟音の一つの海の中に動くもの・動かぬものが滅した時， ) 

kesu kesu ca bh¯ u drastavyo ’si mah¯aves aprabho / . . . . .
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叙事詩の宗教哲学

(72)	 生き物たちによって全身を覆われて， (海中に )没した大地を，猪の姿をして，余は，本来の場所

に戻すであろう。 

(73)	 余は，ディティの息子で力自慢のヒラニヤ・アクシャを殺すであろう。さらに余は，ナラシンハ 

(人獅子 )の姿 (vapus)をして，祭式を妨げるディティの息子ヒラニヤ・カシプもまた神々のために 

(surakārye)殺すであろう。 

(74)	 ヴィローチャナの息子，大力のバリは，偉大なアスラとなるであろう 132。そして彼は，インドラ

をその王位から追放するであろう。 

(75)	 三界が彼によって奪われ，インドラが失望した時，余は，アディティとカシュヤパの間の第十二

番目の息子として生まれるであろう 133。 

(76)	 そして，量り知れない輝きをもつインドラに (再び )王位を与えるであろう。神々をそれぞれの場

所に住まわせるであろう，ナーラダよ。そしてバリを地獄の底に住む者とするであろう 134。 

(あなたは、一体どんな存在の中に見られるのですか，大きな威光をもつ方よ。」』)
 
sr¯´ ıbhagavān uvāca /　 (至尊者は言った )
 

. .
sr´ nu nārada tattvena prādurbhāvān mahāmune /
 
(ナーラダよ， (余の ) 顕現した数々の状態を正しく聞くべし，偉大な尊者よ。 )
 

matsyah k¯ aha´ ho ’tha v¯ /
urmo var ¯ s ca narasim amanah

(魚，亀，猪，ナラシンハ，そして小人， )
 

r¯ ama´ ama´ (835* krsnah) kalk¯ sa /2/
 

.	 . . 

amo r¯ s ca r¯ s ca buddhah ıti te da´. . . . .

((パラシュ ) ラーマ，ラーマ， (バラバドラ ) ラーマ，ブッダ，カルキンというこれら十である。 )
 

purvam¯ m¯ y¯ apayis amy aham ah
ıno bhavis ami sth¯ y¯ praj¯ /
 
(最初に，余は魚となり，人々を安定させるであろう。 )
 

lok¯ arayis ami majjam¯ an mah¯ ave /3/
 

. . . . . 

an vai dh¯ y¯ an¯ arn..

(大海に沈みつつある諸世界を支えるであろう。 )
 

.	 . . . .dvitı̄yah kūrmarūpo me hemakūtanibhah smrtah /
 
(第二に余の亀の姿はヘーマクンタ山のごとくであると伝えられている。 )
 

. . . .
mandaram dhārayisyāmi amrtārtham dvijottama /4/
 
(不死の甘露のためにマンダラ山を支えるであろう，再生族のすぐれた者よ。 )
 

.
magnām. mahārn. ave ghore bhārākrāntām bhuvam. punah. /
 
(重荷に圧迫されて恐ろしい大海に沈んだ大地を，再び， )
 

132mahāsurah. (b 句) bhavis.yati(c 句) B.,K. は P.ab 句の後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.836*) avadhyah. sar­
valok¯ am asuraraksasam / ¯an¯	 sa dev¯. .

(彼は，全世界の神・悪魔・羅刹たちにとって打ち勝ちがたい者となるであろう。 )
この行を加えて読めば，「大力の，大悪魔バリは，全世界の神・悪魔・羅刹たちにとって打ち勝ち難いものとなるであろう」となる。 

133K. はこの後に次の 6 行を挿入している。 (=MBh.XII.837*) 
vatur (837* jatı) gatv¯ st¯ ano dvijottamaih¯ a yajñasadah uyam¯ /
 

(子供となって，祭式の集会に行き，再生族たちによって賞賛されつつ， )
 

. . . .
 

. . .	 . 

yajñastutim (837* -stavam) karisyāmi śrutvā prı̄to bhaved balih /
 
(祭式の称賛を行うであろう。それを聞いてバリはよろこぶであろう。 )
 

kim icchasi vato brūhı̄ty ukto yāce mahadvaram /
 .

(「子よ，何を望みますか。言いなさい」と言われて，大きな贈物を望むであろう。
 

.dı̄yatām tripadı̄mātram iti yāce mahāsuram /
 
(「三歩分 (の水 ?) を下さい」と偉大なアスラに望むであろう。 )
 

sa dadyan mayi sam¯ pr¯ pratisiddha´
ıtah s ca mantrabhih /
 
(彼は，余に満足して，大臣たちによって反対されても，与えるであろう。 )
 

y¯ hastagatam tribhir vikramanair yutam (837* vrtam) /
 

.	 . . . 

avaj jalam. . . .

(手にある水が三歩分になるまで。 )
 

134B.,K. はこの後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.838*)
 
d¯ ca bali´ tham (838* balin¯ srest /
anavam sres am ´ ham) avadhyam sarvadaivataih. . . . . . . .
 

(最上のバリ，すなわち，あらゆる神々によって打ち勝ちがたいダーナヴァを。 )
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(77) トレーター・ユガ期においては，余は，ブリグの家系を継ぐラーマとなるであろう。そして多く

の軍勢と戦車をもつクシャトリヤを全滅するであろう。 

(78) トレーター・ユガ (の終わりと )とドヴァーパラ・ユガの (始まりの )薄明期に到達した時には，余

はダシャラタ王の子ラーマとなって 135，世界の王となるであろう。 

(79) プラジャーパティの二人の息子である聖仙エーカタとドゥヴィタは，トゥリタに対する暴行のた

めに，醜い猿となるであろう 136。 

(80) 二人の子孫として生まれる者は猿となるであろう 137。彼らは，神のための行為において，余を助

ける者となるであろう，再生族よ。 

(81) そして，羅刹の主であり，世界を苦しめ，プラストヤの家系を汚す恐ろしいラーヴァナを，戦闘

において 138一族とともに殺すであろう 139。 

(82) ドヴァーパラ・ユガとカリ・ユガの薄明期の終りには，カンサのために，マトゥラーに現われる

であろう。 

(83) そこで余は，神々を苦しめる数多くのダーナヴァたちを殺して，クシャスタリー，すなわちド

ヴァーラカーの町を，住居とするであろう 140。 

(84) 余は，その町に住んで，アディテイに敵対する，ナラカ，バウマ，ムラ 141，ピータというダーナ

ヴァを殺すであろう。 

(85) 心地よく，多くの富をもつプラーグジョーティシャの町を，最高のダーナヴァを殺して後，ク

シャスタリーに運ぶであろう 142。 

(86) そして，バーナの喜びと幸福を願うシヴァとスカンダを 143，神の世界で敬礼され，奮闘するこの

二柱の神を，征服するであろう。 
135P.,K.: rāmo d¯sarathir bhutv¯ B. aham dā´ amoa´ a sarathı̄ r¯. 
136P. prāpsyato B.,K.: prāpsyete Ca. āranyakoktavidhayā golobhāt tritam kūpe niksipya ekatadvitau, tritabhrātarau, tena pāpena. . .

vānarau vālisugrı̄vau bhavis.yatah. / (『森林の章』に述べられた部分によると，牛の強奪のため，トリタの兄弟エーカタとドヴィタは，
トリタを井戸に投げ込んで，その罪によってヴァーリンとスグリーヴァという猿になるであろう ) Cs. vānarākhyam. vairūpyam / (猿
と呼ばれる醜さに (なるであろう )，という意味である ) 

137B.,K. はこの後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.840*) 
mah¯ a mah¯ ıry¯ . ´ akram¯ . / (大力，大勇で，インドラに匹敵する強さをもつ， )abal¯ av¯ ah sakratulyapar¯ ah


138P. samkhye B.,K.: raudram

139K. はこ

.
の後に次の 2 行を挿入

.
している。 (Cf.MBh.XII.841*)
 

vibhı̄san asy¯ ajyam akramam / aya d¯¯ ami r¯ tasya yath¯

(ヴィビーシャナには，功績に応じて，彼の国を与えるであろう。 )
 

ayodhyāvāsinah. sarvānn esye ’ham. lokam avyayam /
 

. . . 

.

(余は，すべてのアヨーディヤーの住民たちに対して，世界を動揺なきものとするであろう。 )
 

140P.,K.: karisyāmi nivāsam B. karisyāmi nive’sam
. . . . .
 
141P.,K.: muram B. gurum

142K. はこの後に

.
次の 3 行を

.
挿入している。 (=MBh.XII.843*)
 

krkal¯ utam ca nrgam mocayisye ca vai punah
asabh¯ /
 
tatra (843* tatah) pautranimittena gatv¯ ´ itam puram /
 

. . . . . . 
. a vai son ..


(それからそこで孫のためにショーニタの町に行って，カメレオンとなったヌリガを再び解放せしめるであろう。 )
 

143P. 
v¯ asya ca puram. a karisye kadanam. mahat / (そしてヴァーナの町に行って，大破壊を行うであろう。 )
an gatv¯

. . . . . . . . . . . .asenam an svaramah¯ an K. ´ samah¯sam´ k
.
aram ca mah¯ b¯ a

.
priyahitaisinam B. mahe´ asenau b ¯ apriyahitaisinau samkaram asenam

b¯ apriyahite ratam an.
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(87)	 それからバリの息子，千の腕をもつバーナを征服し，そして空中の町サウバに住む者すべてを滅

するであろう。 

(88)	 (父)ガルガ仙の力に満たされたカーラヤヴァナという名の者を 144，私は殺すであろう，最上の再

生族よ 145。 

(89)	 あらゆる王に対立する大力のアスラ，ジャラーサンダは，ギリヴラジャにおいて地上の王として繁

栄するであろう。そして彼は，余の知力の働きによって (buddhiparispand¯ 。at)殺されるであろう 146

(90) 力ある王たちがすべて地上において戦うとき，アルジュナが余の唯一のよき友となるであろう 147。 

(91)	 世間の人々は将来このように語るであろう。「ナラとナーラーヤナという二人の強力にして自在な

る聖仙が，世界の利益のために，クシャトリヤを滅ぼした」と 148。 

(92)	 余は，大地の荷物を望み通りに降ろした後，あらゆるサートヴァタ派の主な人々と，ドヴァーラ

カーの住人に対して，最高の善人よ， 自分の親族さえも滅ぼす 149恐ろしい帰滅を実行するであろ

う150。 

(93) 余は四つの姿をして 151，もろもろの量り知れない行為を為した後，バラモンによって称賛され 
144yah. kālayavanah. khyāto gargatejobhisam. vrtah. Cf.Hopkins[Great Epic]: kālajñāna, “knowledge of time”, attributed to Garga, .

who is associated with Kālayavana, p.15.14; Kālayavana who had the Garga-glory, p.392, fn.2. 
145K. はこの後に次の 9 行を挿入している。 (=MBh.XII.844*, 845*) 

. . . . . .kamsam kesim´ tathakr¯ ¯ tam ca mah¯uram aris asuram /
 
(カンサ王を，そして残忍なケーシンを，偉大なアスラのアリシュタを， )
 

. . . . . .
uram av¯	 abalam / can¯ ¯ ca mah¯ ıryam mustikam ca mah¯

(そして大勇のチャーヌーラを，大力のムシュティカを， )
 

pralambam. dhenukam. caiva aris.t.am vr.sarupin¯ . am /
 . .

(プラランバを，デーヌカを，牝牛の姿をしたアリシュタを， )
 

kal¯ ¯ ca va´ tv¯ ay¯ ahrade /31/
 ıyam se kr a yamun¯ a mah¯

(そしてカーリーヤ竜をヤムナー川の大湖で，征服した後で， (殺すであろう )。)
 

. .
 

. .

gokulesu tatah pasc¯´ ad gavārthe tu mahāgirim /
 

. . . .
saptarātram dharisyāmi varsamāne tu vāsave / 
(その後，インドラが雨降らす時には，もろもろの牛小屋にいる牡牛のために，大きな山を七晩保持するであろう。 ) 

apakrānte tato vars.e girimūrdhni vyavasthitah. / (それから雨が止んだならば，山頂にとどまって， ) 
indren. a saha sam. vādam. karis.yāmi tadā dvija / (その時には、インドラと対話をするであろう，再生族よ。 ) 

.	 .laghv ācchidya dhanam sarvam. vāsudevam. ca paund. rakam / (=845*)

　プンドラ国の王ヴァースデーヴァのすべての財産を長い間奪い去って， )
 

146この詩節の後に B.,K. は次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.846*)
 
si´ ´ alam y¯
sup¯ vadhis ami yajñe dharmasutasya vai / (B.,K.) . .


(ダルマの息子 (ユディシュティラ ) の祭式において，私はシシュパーラを殺すであろう。 )
 
K. はこの後に更にもう 1 行挿入している。 (=MBh.XII.847*)
 

duryodhanapar¯ adhena yudhis¯ thiragunena ca /
 . . .

(ドゥルヨーダナの誤りと，ユディシュティラの徳性によって， )
 

147K. はこの後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.848*)
 

. . . . . .
yudhisthiram sthāpayisye svarājye bhrātrbhih saha /
 
(余は，ユディシュティラを，弟たちと共に，自分の王国において (王に ) 指名するであろう。 )
 

148K. はこの後に次の 1 行を挿入している。 (=MBh.XII.849*)
 
´ ah pā yāsyanti vai divam /
 sastrair nipatit¯ sarve nr..
 

149P.
(数々の武器に倒れた人々はすべて天界に赴くであろう。 )
 

¯ ativin¯ B. ¯ an¯ hitah atmajñ¯ abhisamsrayah´
atmajñ¯ a´ atmajñ¯ abhisam K. ¯ an¯
150K. はこの後に，帰滅の

sanam
経過を述べる 27 行

.
(K. v

.
v.41cd-53) を挿入して

.
いる。

.
Cf.P. vol.16, Appendix I, No.31, pp.2104(left)­

2105(left). 
151caturm¯ Cs. caturm¯ . , balabhadrakr.s. . aniruddham¯ . / (caturm¯ .とは，バurtidharo hy aham urtidharah napradyumn¯ urtidharah urtidharah
ラバドラ，クリシュナ，プラドユムナ，アニルッダの姿をもって，という意味である ) 
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た152数々の自分の世界に去るであろう。 

(94) ハンサ，馬頭は 153(余の )権化たち (prādurbhāvāh. )である，最高のバラモンよ 154。ヴェーダの啓

示が消滅した時には，余が復元した 155。かつてクリタ・ユガ期に，もろもろのヴェーダとともに，

そし天啓聖典ととも作られ， 

(95) もろもろのプラーナにおいて，あるいは他のところで知られた権化たちが去り，そして余の多くの

すぐれた権化たちも去った。それらの権化たちは，世界において為すべきことを数々為した後，再

び，自らの根源 (svām. prakr.tim)に去ったのである。 

(96) このようにブラフマー神によっても余を見ることには到達できない。汝は今ここで，専念する心

によって (ek¯ a)そこに達したのである。 antagatabuddhin¯

(97) バラモンよ，このように信愛ある汝に，余はすべてを，過去と未来を秘密と共に，語ったのであ

る，最高の善人よ。」 

(98) このように，一切の姿をもち，不変にして至尊の神は，これだけの言葉を語った後，そこで姿を

隠した 156。 

(99) 一方，大きな力をもつナーラダは，望んだ恩寵を得た後，ナラとナーラーヤナに会うためにバダ

ラの隠棲所へと急いだ 157。 

(100) 四種のヴェーダに一致し，サーンキヤとヨーガによって作られ，彼 (ナーラーヤナ ?)によってパ

ンチャラートラと呼ばれた 158この偉大な秘密の教えが 159， 

(101) ナーラーヤナの口から詠まれた 160。それをナーラダは，ブラフマー神の住居で，見た通り聞いた

通りに再び語ったのである (aśrāvayat)。

ユディシュティラは言った。 

(102) この英知ある神の，このような稀有の偉大さを，何故ブラフマー神は知らず 161，そのためナーラ

ダから聞いたのですか。 
152brahmasatkr.tān Ganguli: and honoured by all the Brahmanas, p.139.20. Duessen: in meinen eigenen, von Brahman bereit­

eten Welten eingehen, —Haṅsa, p.779, v.103. 
153P. ham. so haya´ a´ B.,K.: ham. sah. s ca matsya´ Ca. ham. sah. am. khy¯ aryah. kapilah. / (ham. sah.とは，サーンキヤsir¯s ca urma´ s ca s¯k¯ ac¯
の師カピラは，という意味である ) 

154B.,K. はこの後に，次の 2 行を挿入している。 (=MBh.XII.851*) 
varaho narasim¯ ha´ amano r ¯. s ca v¯ ama eva ca / (猪，人獅子，小人，パラシュラーマ， )
 
r¯ a´ s caiva s¯ . kalkir eva ca / (十車王の子ラーマ，サートヴァタ王クリシュナ，カルキは， )
amo d¯sarathi´ atvatah


155yad¯ srutir nas ¯ a praty¯ t¯ a a vedaśrutir nas
a veda´ ta may¯ ahr a tad¯ Cf.Hopkins[Great Epic]: God created the Vedas, p.4.14ff.; yad¯ tā,. . . . . 
Dialectic Sanskrit, may be scribe’s work, p.264, fn.1. 

156P. tatraivāntaradhı̄yata B.,K.: tatraivāntardhe punah. B.,K. はこの詩節の前に， bhı̄s.ma uvāca を挿入している。 
157P. prādravad badar¯sramam a´ ¯ Cf.Matsubara[1994]: hermitage of Badarı̄, p.146, Reference a´ B.,K.: badary¯sarmam adravat 　 

No.36. 
158pañcar¯ anu´ Cf.Matsubara[1994]: Pañcar ¯ a-N¯ ayana, p.126.7. atr¯ sabditam atra named after the sacrifice of Purus ar¯
159mahopanis.adam. Cs. mahopanis.adam. , mah¯ .adam とは，大

.
きな秘密

.
を，という意味である )arahasyam / (mahopanis

Cf.Hopkins[Great Epic]: mahopanisad, cannot be a work, p.10.17. .

160n¯ ayanamukhodg¯ tsubara[1994]: N ¯ ayana, the founder or the original teacher of Pañcar¯
ar¯ ıtam Cf.Ma ar¯ atra, pp.18.17, 128.29.
 
161P. kim b

.
rahmana na vij¯ ıte B.,K.: kim a na j¯ ıte
 

. .
¯ an¯ vai brahm¯ an¯. . . 
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(103)	 至尊の祖父といえども，この神より低位なのですか。どうして彼は無量の光輝をもつ者 (ナーラー

ヤナ )の威力を知らなかったのですか。

ビーシュマは言った。 

(104)	 幾千の大劫，幾百の大劫が過ぎ去り 162，そして何度となく創造と帰滅が過ぎ去ったのである，諸

王の王よ。 

(105)	 創造の最初に，生き物を創造すると伝えられる威力あるブラフマー神は， (ナーラーヤナが )主た

る神であるのを知っていた 163。そしてさらに，王よ， (ナーラーヤナが )最高のアートマンであり，

支配者であり，そして自分の源 (prabhava)であることも知っていた。 

(106)	 しかし，ブラフマー神の住処には，他にシッダの群が集まっていた。 (ナーラダは )彼らにヴェー

ダに匹敵するその古譚を伝えたのである 164。 

(107)	 彼ら清浄な自己をもち自分に從う者たちから，太陽神スールヤが (古譚を )聞いて 165伝えたのであ

る，バラモンよ，バーラタ族の者よ 166。 

(108)	 六万六千人の清浄な自己をもつ聖仙が，もろもろの世界を熱する太陽の従者として創造された。太

陽は，清浄な自己をもつ彼らすべてに語ったのである。 

(109)	 太陽の従者であるかの偉大な聖仙たちによって，メール山に集まった神々は，この最高の教義を

伝えられたのである，親愛なる者よ。 

(110)	 そして，神々から再生族のアシタは聞いた。その後，そのすぐれた聖者は祖先たちに 167伝えたの

である，諸王の王よ。 

(111)	 そして私の父シャンタヌもまた私に語った。そして私もこのように聞いて，汝に語ったのである，

バーラタ族の者よ。 

(112) この古譚を聞いた神々，あるいは聖者たちは皆何度も，最高のアートマンを崇拝した。 

(113) この継承されてきた神聖な物語を，汝は，ヴァースデーヴァを信仰しない者に 168決して伝えては

ならない 169。
 
162mah¯ an akalpa´ ani ca Only the later epic knows the Mah¯
akalpasahasr¯ i mah¯ sat¯ Cf.Hopkins[1903]:	 a-kalpa by name, p.45.11., .

MBh.XII.323.1. 
163jān¯ bh¯ s c¯ Cf.Hopkins[Great Epic]: in some the god Brahmán is below Vishnu, in others above ati devapravaram uya´ ato ’dhikam. . 

him, p.183.23, fn.2. 
164tebhyas tat sr´ ¯ am¯ Ganguli: What Bhishma says is that it was not to Brahman, but to Siddhas assembled in Brahman’s avay¯ asa 　 

abode, that Nārada recited his narrative, p.141, fn.1.
 
165P.,B.: tes. ¯ sak¯s¯ urya´ ´ a vai bh¯ atman¯ K. as.tavimsatsahasr¯ . i rsınam. bh¯ atman¯
am. a´at s¯ s ca srutv¯ avit¯ am .¯ ´ an ¯ . ¯ avit¯ am
 
166P. brahma ´ avay¯ asa bh¯ B. r¯ avay¯ asa vai tatah K

.
. brahm¯ ´ avay¯

..
asa tattvatah
sr¯ am¯ arata ajan śr¯ am¯	 a sr¯ am¯. .
 

167P.,B.: pitr̄nam .n
¯ . K. pitr̄

168n¯ asudev

.
bhakt¯ atra doctrine, excluding abhakta, p.96.7.)
 av¯ a

.
aya Cf.Matsubara[1994]: Pañcar ¯


169K. はこの詩節の後に次の 3 行を挿入している。 (=MBh.XII.856*)
 
¯ anam uttamam cedam ´ avayed yah a nrpa /
 akhy¯ sr¯ sad¯. . . .


(この最上の物語を常に聞くならば，王よ， )
 
tadaiva manujo bhaktah ´ utv¯ ahitah /
sucir bh ¯ a sam¯


(その信愛ある人は，清浄となって，心を集中するであろう。 )
 
pr¯ ad acir¯ ajan visnulokam s¯svatam /
 

.	 . 

apnuy¯ ad r¯ ca ´a´. . .
 
(そしてすぐに，王よ，永遠のヴィシュヌ世界に達するであろう。 )
 

273

http:p.183.23


茂木

(114)	 そして汝は私から他に何百ものダルマにかなった挿話 (upākhyāna)を聞いた。この物語はそれら

から引き出された核心である。 

(115)	 神々とアスラたちによって， (大海が )撹拌されて，甘露が引き出されたように，かつて，バラモ

ンたちによってこの甘露のごとき物語がこの世に引き出されたのである。 

(116) 専一の心に達し，専一に集中して，常にこの物語を詠む人，そして聞く人は， 

(117)	 白い大きな島に達し，月の輝きをもつ者となって，千の光線をもつ神に至るであろう。このこと

に疑いはない。 

(118)	 この物語を最初から聞くならば，病む者は病気から解放されるであろう。知らんと欲する者は，も

ろもろの望んだものを得るであろう。信愛ある者は，信愛の道を行くであろう。 

(119)	 王よ，汝もまた，常に最高のプルシャを崇拝すべきである。彼こそは，母であり，父であり，全

世界の師である 170。 

(120)	 バラモンに好意ある永遠の至尊者，長い腕のジャナールダナが，汝に対して好意的であらんこと

を，ユディシュティラよ，長い腕をもつ者よ。

ヴァイシャンパーヤナは言った。 

(121)	 このすぐれた物語を聞いて，ジャナメージャヤよ，ダルマの王 (ユディシュティラ )と，彼の兄

弟はすべて，ナーラーヤナに専心した 171。 

(122)	 そして，常に低誦に専心して，「この至尊なるプルシャは勝利せり」と言葉を発したのである 172，

バーラタ族の者よ。 

(123)	 我々のすぐれた師である聖者クリシュナ・ドヴァイパーヤナ (ヴィヤーサ )は，ナーラーヤナを

讃えつつ，最高の低誦で唱えるべき祈りを詠った。 

(124)	 (ヴィヤーサは )空から，常に甘露の住処である乳海に行き，神々の主を崇拝して，再び自分の隠

棲所に戻った 173。 

170abhyarcyah purusottamah Cf.Matsubara[1994]: the personal character of the Supreme God, called purusottama, compared to 
parents, p.80.28. 

171nar¯ ayan¯ apar¯	 ar¯ apar¯ Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8. Double Sandhi, 1.8.7. a- < /-¯

. . .	 .

abhavan Sandhi irregular: n¯ ayan abhavan -¯ as 
a>/, may be explained by assuming the verb forms to be augmentless imperfect or aorist form, p.45.26. 

172P.,B.: sarasvatı̄m udı̄rayan K. sārasvatam udı̄rayan udı̄rayanは， Augmentless imperfectか。 Cf.Oberlies[Grammar]: 6.4.1. 
Augmentless imperfect, p.178.9. 

173B.,K., はこの詩節の後に，ビーシュマの言葉 (=MBh.XII.859*)，サウティの言葉 (=MBh.XII.860*) の 6 行を挿入している。 

bhı̄s.ma uvāca (859*) 　 (ビーシュマは言った。 ) 
etat te sarvam ākhyātam. nāradoktam mayeritam / 

.	 . 

.
 
(かくして，ナーラダが語ったすべてを，私は汝に伝えた。 )
 

param¯ pary¯ hy etat pitr¯ pur¯
agatam a me kathitam a /
 
(このように順次継承され，かつて父が私に語ったすべてを。 )
 

. .	 . 

sautir uv āca / (860*) 　 (サウティは言った。 )
 
etat te sarvam akhy¯ atam¯ sanp¯ ırtitam / (B.138cd)
 vai´	 ayanak¯. 
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(このようにヴァイシャンパーヤナによって賞賛されたすべてはあなたに語られた。 ) 
janamejayena yac chrutvā krtam samyag yathāvidhi / . . 

(ジャナメージャヤは、それを聞いて，規則に従って正しい形にした。 ) 
yuyam¯ hi taptatapasah ahsarve ca caritavrat¯ / (B.139) 

(苦行を実践し，誓約を実行するあなたがたすべては， ) 
sarve vedavido mukhy ¯ ¯ yav¯ / 

. . . 

a naimisaran asinah. . . 
(すなわち，あらゆるヴェーダを知り，ナイミシャの森に住み， ) 

´ asatram apt¯ sarve dvijottam ¯ / (B.140) saunakasya mah¯ pr¯ ah ah. . . 
(シャウナカの大ソーマ祭にやってきた，主だったすべてのすぐれたバラモンたちは， ) 

yajadhvam suhutair yajñaih s¯svatam svaram / (B.141ab) ´a´ parame´

(正しく灯された祭火をもつもろもろの祭式によって，永遠の最高の自在者を祭るべし。 )


. . . 

（2018年 1月11日　受付）

（2018年 3月�26日　受理）
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